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今年度上伊那教育会キャリア教育委員会では、標記研修会を計画し、福田幸子さんを講

師に講演会を行いました。 

講師の福田さんは、企業の人財開発部で新入社員の研修を担当されたご経験を持ち、現

在は縁があり、辰野町で地域活性化起業人として活動されています。辰野中学校のキャリ

ア教育の講師として携わって下さり、キャリア教育に関する知識はとても豊富な方です。 

 

〈報告〉 

今回の講演では、まず、「企業人の教育」についてお話していただきました。 

企業人の教育で高めたい能力には。大きく分けると「専門的能力」「対人的能力」「概

念化能力」の３つがあり、例えば、新入

社員の段階では、対人的能力の割合が多

く、その中でも接客、マナーに関する教

育が多いが、職場リーダーの段階になる

と、概念化能力（論理的思考、水平的思

考、柔軟性、先見性など）の割合が増

え、対人的能力の教育内容も、コミュニ

ケーション、人材育成、ネゴシエーショ

ンとなってくるなど「企業における役割

の流れ」「役割に応じて求められる能

力」「それぞれの段階で行なわれる教育

と割合」についてお話しいただきまし

た。教職員にも通ずるところはあります

が、学校という職場以外の研修の様子を

知る良い機会となりました。 

また、階層の節目ごとに「キャリアデ

ザイン」の研修も実施しているようで

す。「キャリアデザイン」とは、自分自身が将来どのような仕事・働き方をしたいのか、

ビジョンを明確にしたうえで行動に移すことで、会社や上司によってキャリアや働き方を



決定されるのではなく、あくまでも自分自身が主体となって考え、キャリアを構築する意

味で使われます。キャリアデザインが注目されるようになった背景には、終身雇用を前提

とした年功序列制度が当たり前ではなくなってきたことや、成果型の評価制度にシフトし

てきたことが影響しています。アメリカでは、２０世紀初頭から職業指導運動が始まって

いたのに対して、日本ではまだ２０年ほどの歴史しかなく、企業人でもキャリアをデザイ

ンすることに、苦戦する姿が見られるようです。 

 そんな経験から福田さんは、子どものころから「自分を知る力」「社会にかかわる力」

「仕事を知る力」「未来を描く力」という「キャリアをつくる４つ力」をつけてほしいと

いうお話をされました。 

 

〈考察〉 

キャリアをつくる４つの力と箕輪中学校での取り組みを関連付けました。 



「キャリア教育」という言葉が公的に登場したのは、平成１１年１２月の中央教育審議会答申でし

た。キャリア教育は喫緊の課題といわれながら、「実際何をしたらいいのか」「そもそもキャリア教育

って何？」「キャリア教育＝職場体験学習？」というのが現場の実態だったと思います。 

今回の講演を聞いて、キャリア教育といっても特別なことをするのではなく、日々の学校生活で

の友達や仲間とのかかわりや、子どもが主体的に学んでいく、日々の授業を積み重ねていくことが

大切であることがわかってきました。実際の授業においては、「本時のねらい」を設定する際に、教

科としてのねらいとともに、子どもたちが自分らしさを発揮しながら、他者と協力できるような場面を

増やしていけるようにしていければよいと思います。 

もちろん職場体験学習は、中学校でのキャリア教育の中核となる活動です。ただ、職業に関する

知識や適性を知る学習で終わってしまうのではなく、そこで出会った大人とのふれあいの中で、そ

の人の人生や生き方、仕事への取り組み方、地域への思いなどを学んでいくようにしていくことが

大切です。 

本校でも、１年生では、「福祉体験」「わくワークみのわ」、２年生では、「職場体験学習」３年生で

は「ふるさと箕輪学」を通して、地域の大人と一緒に活動をしています。（詳細については、このホ

ームページのＲ３年度「箕輪中学校の実践例」をご覧ください。） 

これらの活動の感想を見ると、かかわった働き方や生き方から、「すごい」とか「かっこいい」という

表現がいくつも見られました。子どもたちは、地域で活躍している大人にあこがれを持つようになり、

生き方の一つのモデルを獲得しているように感じられます。これこそがキャリア教育で重要なことだ

と思いました。 

 


